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土の建築で世界を結ぶ有機的組織

クラテルとは?
土は地球中にあって世界を結ぶ。
土を深めれば, 世界が広がる。土は現代の私たちの希望となり得る。
そんなことを示してくれるのが, 1979年に設立された
フランス・グルノーブルに本拠地をもつ土の建築の研究所, クラテルである。
そこはローカルな経験がインターナショナルに通じる, 自由な広場だ。

は
こ
の
3
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
緊
密
に
連

携
し
つ
つ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

世
界
か
ら
集
ま
る
研
究
生

N
G
O
と
し
て
の
活
動
の
白
眉
は
81

年
に
始
ま
り
、
現
在
も
進
行
中
の
仏
領

マ
イ
ヨ
ッ
ト
島
で
の
圧
縮
土
ブ
ロ
ッ
ク

に
よ
る
公
共
住
宅
建
設
事
業
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
ク
ラ
テ
ル
監
修
の
下
、
こ
れ

ま
で
の
約
30
年
間
で
2
万
戸
の
ロ
ー
コ

ス
ト
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が
建
設
さ
れ
、
数

1
0
0
万
人
の
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
た

と
い
う
。

一
方
、
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の
実
績
と
し

て
は
『
土
の
建
築
総
論
』《T

R
A

IT
E

D
E

C
O

N
ST

R
U

C
T

IO
N

EN
T

ER

R
E

》（
89
年
・
87
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
出
版
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
「
土
の

建
築
の
百
科
事
典
」
で
あ
り
、
出
版
以

来
、
世
界
中
の
土
の
建
築
の
研
究
者
・

実
践
者
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
。
同
書
は
現
在
、
英
語
、
ロ
シ
ア
語

へ
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
語
訳
の

出
版
が
実
現
す
れ
ば
、
先
に
出
版
さ
れ

た
ゲ
ル
ノ
ー
ト
・
ミ
ン
ケ
著
の
『
土
・

建
築
・
環
境
』
と
並
ん
で
土
の
建
築
の

現
在
、
土
の
建
築
に
関
す
る
研
究
機

関
は
世
界
に
存
在
す
る
が
、
中
で
も
ド

イ
ツ
・
カ
ッ
セ
ル
大
学
と
並
ん
で
先
駆

け
と
な
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
・
グ
ル
ノ
ー

ブ
ル
国
立
建
築
大
学
内
の
土
建
築
研
究

所
「
ク
ラ
テ
ル
ー
エ
ン
サ
グ
」
で
あ
る
。

も
と
も
と
ク
ラ
テ
ル
は
同
大
学
出
身

の
建
築
家
、
パ
ト
リ
ス
・
ド
ァ
ト
（Pat

rice
D

o
at

）、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
・

ウ
ー
ベ
ン（H

u
g

o
H

o
u

b
en

）
ら
に
よ
り

1
9
7
9
年
に
設
立
さ
れ
た
土
建
築
の

調
査
研
究
・
修
復
・
建
設
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
す
る
N
G
O
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の

思
い
は
「
土
を
中
心
に
用
い
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
源
を
浪
費
し
な
い
」「
貧
富

の
差
を
拡
大
し
な
い
」「
そ
の
土
地
の

建
築
文
化
を
尊
重
す
る
」
建
築
の
あ
り

方
を
探
し
求
め
る
こ
と
だ
っ
た
。

84
年
に
技
術
者
養
成
・
普
及
の
た
め

の
教
育
部
門
、
続
い
て
86
年
に
各
種
分

析
試
験
の
た
め
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
部
門

が
同
大
学
内
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
で

＊
1

環境配慮型の建築・教育・途上国支援の実践

クラテルの役割
文 安田治文
（建築家・クラテル「ポストマスター・コース」研究生）

クラテル創業者のひとり、パトリス
・ドァトさん一家と丸山さん。
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クラテル

グランザトリエ

パリ

リヨン
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研
究
生
は
2
分
の
1
が
フ
ラ
ン
ス
人
、

あ
と
の
2
分
の
1
が
外
国
人
枠
で
、
現

在
は
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
チ
リ
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
中
国
人

な
ど
が
在
籍
し
て
い
る
。
過
去
に
お
い

て
は
中
南
米
、
中
東
な
ど
か
ら
も
参
加

し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
は
比
較
的
少
な
い
。

筆
者
は
現
在
、
2
0
1
0
〜
2
0
1
2

年
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
在
籍
中
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
28
年
間
で
約
3
0
0
名

の
O
B
を
輩
出
し
て
お
り
、
彼
ら
は
世

界
中
に
散
ら
ば
っ
て
、
国
際
N
G
O
、

大
学
・
研
究
所
、
国
連
機
関
、
土
の
建

設
団
体
等
で
活
躍
し
て
い
る
。
特
筆
す

べ
き
は
こ
の
た
め
、
ク
ラ
テ
ラ
が
世
界

中
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
土
の
建
築
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ピ
ボ
ッ
ト
と
し
て
機
能

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

88
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
に
よ
り
ク
ラ
テ
ル
内
に
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
た
め
の
事
務
局
が
設
置
さ
れ

た
（C

h
aire

U
N

ESC
O

）。
環
境
問
題
、

居
住
問
題
、
復
興
支
援
な
ど
地
球
規
模

の
問
題
へ
の
全
世
界
的
な
取
り
組
み
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
、
ク
ラ
テ

ル
の
存
在
は
さ
ら
に
そ
の
重
要
性
を
増

し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

土
を
科
学
的
に
研
究
す
る

ク
ラ
テ
ル
に
は
建
材
と
し
て
の
土
の

特
性
を
分
析
す
る
た
め
の
機
器
、
世
界

各
地
の
土
の
サ
ン
プ
ル
、
さ
ま
ざ
ま
な

土
ブ
ロ
ッ
ク
、
土
パ
ネ
ル
な
ど
の
建
材

サ
ン
プ
ル
等
が
揃
え
ら
れ
た
ラ
ボ
ラ
ト

2
大
バ
イ
ブ
ル
と
な
る
に
違
い
な
い
。

教
育
部
門
で
は
、
世
界
の
土
の
文
化

遺
産
の
保
存
修
復
、
途
上
国
の
居
住
環

境
改
善
、
お
よ
び
先
進
国
に
お
け
る
環

境
配
慮
型
建
築
開
発
の
3
分
野
の
専
門

家
養
成
を
目
的
と
し
て
84
年
に
開
講
し

た
「
ポ
ス
ト
マ
ス
タ
ー
・
コ
ー
ス
（
D
S

A
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
2
年
間
の
う
ち

6
ヶ
月
間
は
講
義
と
実
技
（
表
1
）、
残

り
の
1
年
半
の
間
に
1
年
間
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
論
文
執
筆
期
間
、
6
ヶ

月
間
の
土
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
た
め

の
準
備
・
開
催
期
間
が
含
ま
れ
る
。

こ
の
コ
ー
ス
の
募
集
は
2
年
毎
に
し

か
行
わ
れ
ず
定
員
は
20
数
名
。
建
築
学
、

あ
る
い
は
考
古
学
、
材
料
学
の
大
学
院

の
卒
業
者
、
あ
る
い
は
N
G
O
な
ど
で

の
勤
務
経
験
者
が
大
半
を
占
め
て
い
る

（
選
考
の
際
に
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
レ
タ
ー
が
重
視
さ
れ
る
。
学
費
は

2
年
間
で
16
〜
18
万
円
）。

「土のお祭り」では、同時多発的にワークショップやセミ
ナーが開かれる。泥を入れる船のかたちもおもしろい。

表2　土の特性の同定試験

表1　ポストマスター・コース（DSA-terre）前半の
カリキュラム

地
質
学
者
の
ユ
ベ
ー
ル・ギ
ヨ
ー（H

u
b

ert G
u

illau
d

）教
授（TR

A
ITE D

E 
CO

N
STRU

C
TIO

N
 EN

 TERRE

著
者
）に
よ
る
世
界
の
土
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー

建
築
文
化
論

土
の
建
築
へ
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
の
座
学
と
、各
種
分
析
試
験
お
よ
び

各
種
構
法（
版
築
、圧
縮
土
ブ
ロ
ッ
ク
、荒
壁
土
、ア
ー
チ
、ド
ー
ム
）の
実
技

途
上
国
の
居
住
環
境
改
善
、お
よ
び
先
進
国
で
の
環
境
配
慮
型
住
居
の
創
造
の
た

め
に
必
要
な
実
務（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・サ
イ
ク
ル・マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
手
法
、ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
分
析
、温
熱
環
境
測
定
、耐
震
設
計
、デ
ザ
イ
ン
実
技
な
ど
）

文
化
遺
産
の
保
存
修
復
に
必
要
な
実
務
の
習
得（
観
光
と
世
界
遺
産
運
営
論
、保

存
修
復
技
術
論
、ク
ラ
テ
ル
周
辺
の
版
築
集
落
の
保
存
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
な
ど
）

1234

試験項目
着目点

粒度
大きさの異なる
粒子の分別

可塑性
含水率による変化

凝集性
粒子の結合力

圧縮性
空 度と透水性

収縮性
乾燥による収縮性

化学反応性
化学的特性

（酸性⇔アルカリ性）

鉱物学的特性
微細粒子の特性

シガレット試験

透水性試験

シガレット試験 突き固めの試行 トローチ状
サンプルの試作

匂いを嗅ぐ 周辺風景の観察

X線照射分析

PH試験紙を用いる

化学分析
（塩、炭酸塩、硫酸塩）

日干レンガの試作

アルコック試験

圧縮ブロックの試作

プロクトール試験

トローチ状
サンプルの試作

透水性試験

圧縮試験

引張試験

メチレンブルー試験

液性限界／
塑性限界試験

沈降試験

フィールドでの
試験

実験室での
試験

目視

手洗い時の
残留物の観察

瓶詰による
沈降状態の観察

篩がけ
（粒度分析試験）

視

洗 時の

水性試験

沈降状態の観察

土と砂とワラを足で練る。世界中
で見られる風景。

＊

＊
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う
。
さ
ら
に
、
出
来
上
が
っ
た
建
材
と

し
て
の
強
度
（
圧
縮
／
曲
げ
／
せ
ん
断
／
耐

水
性
／
耐
摩
耗
性
他
）、
構
造
体
と
し
て

の
強
度
（
耐
震
／
耐
風
ほ
か
）
も
把
握
し
、

基
準
適
合
と
す
る
か
否
か
の
判
断
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
事
業
の
も
っ
と
も
初
期

段
階
で
は
、「
粒
度
分
布
・
沈
降
試

験
」（
表
3
）
を
は
じ
め
、
保
水
性
を
調

べ
る
「
メ
チ
レ
ン
ブ
ル
ー
試
験
」、
膨

張
性
と
ね
ば
り
を
調
べ
る
試
験
な
ど
が

行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
、
そ

の
土
が
建
材
に
適
し
て
い
る
か
否
か
が

問
わ
れ
、
次
に
ど
の
よ
う
な
建
設
シ
ス

テ
ム
（
版
築
／
圧
縮
土
ブ
ロ
ッ
ク
／
日
干
し

レ
ン
ガ
／
荒
壁
土
な
ど
）
が
適
し
て
い
る

か
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

カ
メ
ル
ー
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ポ
ス
ト
マ
ス
タ
ー
・
コ
ー
ス
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
通
常
、
世
界
各
地
の

ク
ラ
テ
ル
O
B
た
ち
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー

を
事
務
局
が
整
理
し
、
研
究
生
に
割
り

ふ
っ
て
い
く
の
だ
が
、
私
の
場
合
は
自

分
で
準
備
し
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
加
を
も
っ
て
当
て
る
こ
と
と
し
た
。

私
が
参
加
し
た
の
は
京
都
大
学
ア
フ

リ
カ
地
域
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

「
カ
メ
ル
ー
ン
に
お
け
る
熱
帯
雨
林
保

全
と
住
民
生
計
の
両
立
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
調
査
団
の
た

め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
5
年
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
は
地
元
住

民
に
移
譲
予
定
。
地
場
資
源
運
営
事
務
所
、
病

＊
2

院
、
学
校
等
へ
の
転
用
案
あ
り
）
の
設
計
・

施
工
監
理
を
担
当
し
て
い
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
以
下
3
つ
の
柱
か
ら

成
る
。
一
つ
め
は
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
・
タ
イ
プ
の
圧
縮
土
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ

る
工
期
最
短
化
と
低
コ
ス
ト
化
、
二
つ

め
は
現
地
住
民
の
「
森
の
知
恵
」
を
総

動
員
し
た
地
場
材
料
（
土
、
礫
、
砂
、
木

材
、
ラ
フ
ィ
ア
椰
子
、
竹
、
柿
渋
な
ど
）
に
よ

る
ア
フ
リ
カ
熱
帯
雨
林
建
築
の
新
た
な

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
、
三
つ
に
は
住
民

リ
ー
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
ポ
ス
ト
マ

ス
タ
ー
・
コ
ー
ス
の
研
究
生
、
O
B
た

ち
は
自
由
に
こ
こ
を
使
う
こ
と
が
で
き

る
。
ク
ラ
テ
ル
自
体
や
研
究
生
O
B
が

関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
土
サ
ン
プ
ル

が
世
界
各
地
か
ら
こ
の
ラ
ボ
に
送
ら
れ
、

分
析
結
果
が
返
送
さ
れ
る
。
こ
の
結
果

を
も
と
に
各
現
場
レ
ベ
ル
で
適
切
な
建

設
シ
ス
テ
ム
の
選
択
、
土
質
の
調
整
な

ど
が
行
わ
れ
る
。

現
地
の
土
を
左
官
材
と
し
て
だ
け
で

な
く
構
造
材
と
し
て
使
う
た
め
に
は

様
々
な
試
験
に
よ
っ
て
土
の
特
性
を
把

握
し
、
建
材
形
式
、
構
造
様
式
に
合
っ

た
特
性
へ
と
最
適
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
構
造
材
と
し
て
の
使

用
を
断
念
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ

*1  CRAterre＝Centre international de la construction en terre
名前は、Centre de recherche et d’application en terre（土の調査研
究と応用センター）からとったもの。　http://craterre.org/
ENSAG＝Ecole Nationale Supérieure d’ Architecture de Grenoble
（国立グルノーブル建築大学）

*2「カメルーンにおける熱帯雨林保全と住民生計の両立」プロジェクト
http://www.fosas.africa.kyoto-u.ac.jp/

*3 NGO人間居住機構　http://www.equipe-terre.org/

赤い曲線はサンプル土の粒度、
斜線は圧縮土ブロックを想定し
た許容範囲を示す。この土の場
合、粘土、シルトが多すぎ、粗
砂が少なすぎる。つまり、乾燥
時の収縮が大きすぎ、圧縮強度
が弱いため、粗砂、細砂を添加
するなどする。

表3　あるサンプル土による粒度分析・沈降試験

土を篩うと、どんな粒子から構成さ
れているかがわかる。子どもたちも
楽しみながら、自然の仕組みを知る
ことができる方法。

左／狩猟採集民ピグミー（前列・
左端は筆者）と焼畑農耕民バンツ
ー（後列）から同数動員された自
力建設部隊。中央／圧縮土ブロッ
ク。現場の土を主原料に最小限
（6–8%程度）のセメントを混ぜ、
廉価なプレス機で圧縮してつくら
れる。右／技術を覚えた現地作業
員は別の現場では講師となる仕組
み。

安田治文 YASUDA, Harufumi
建築家、NGO人間居住機構理事長。福岡県
生まれ。1997年から2000年まで青年海外
協力隊員としてモロッコの土の建築（カス
バ）の保存修復に携わって以来、国際協力機
構（JICA）の派遣専門家としてアフリカ各
地で貧困削減事業に従事。2012年からフラ
ンス国立グルノーブル建築大学・土建築研究
所クラテルに在籍し土の建築の研究を進める
一方、途上国における居住環境改善、先進国
における環境配慮型建築の開発に土の建築技
術を応用する活動を展開している。
http://www.equipe-terre.org/

自
身
に
よ
る
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
へ
の
後
方

支
援
と
技
術
移
転
で
あ
る
。

こ
の
工
法
の
採
用
に
至
る
ま
で
に
は
、

現
地
の
土
の
適
性
試
験
（
粒
度
分
析
）、

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
・
ブ
ロ
ッ
ク
の

強
度
試
験
（
一
軸
圧
縮
）
の
実
施
、
平
屋

建
て
と
す
る
こ
と
に
よ
る
垂
直
荷
重
の

軽
減
、
地
震
強
風
の
な
い
、
す
な
わ
ち

水
平
荷
重
が
軽
微
な
ア
フ
リ
カ
内
陸
部

森
林
地
帯
と
い
う
気
候
風
土
、
な
ど
の

諸
条
件
が
検
討
さ
れ
た
。

熱
帯
雨
林
と
い
う
、
土
の
建
築
に
と

っ
て
は
厳
し
い
気
候
条
件
の
下
で
圧
縮

土
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
建
設
を
ぜ
ひ
成
功

さ
せ
、
日
本
の
風
土
に
お
い
て
も
新
た

な
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
建
築
を
生
み
だ
す

た
め
の
足
が
か
り
と
し
た
い
。

現
在
2
つ
の
集
落
に
そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ

ー
ル
ド
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
建
設
中
で

あ
り
、
共
に
今
年
3
月
中
旬
の
竣
工
を

目
指
し
、
追
込
み
中
で
あ
る
。
詳
し
く

は
N
G
O
人
間
居
住
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

＊
3
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他文化と他言語,
子どもと大人を土がつなぐ

研究と交流の祭
10e Festival Grains D’Isère
文 鈴木晋作

頭
と
体
で
知
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
こ
で
は
会
期
の
前
か
ら
即
興
的
か

つ
オ
ー
プ
ン
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
同

時
多
発
的
に
開
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
職
人
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
建
築
家
と

い
っ
た
領
域
や
、
理
論
と
実
践
の
聖
域

は
な
い
。
参
加
者
た
ち
は
「
そ
れ
は
す

ご
い
。
か
っ
こ
い
い
。
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

だ
」
と
い
っ
て
、
そ
の
場
で
講
習
が
始

ま
る
。
材
料
も
道
具
も
そ
ろ
っ
た
広
大

な
空
間
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と

を
身
に
付
け
よ
う
、
自
分
の
現
場
や
国

に
持
っ
て
帰
ろ
う
と
、
会
場
は
高
揚
感

に
沸
く
の
で
あ
る
。

こ
の
製
作
展
示
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
一
見
、
始
ま
り
も
終
わ
り
も
な
い
、

成
り
行
き
任
せ
に
見
え
る
が
、
ク
ラ
テ

ル
に
よ
っ
て
実
に
巧
妙
に
講
義
と
実
習

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
お

り
、
学
生
達
は
日
ご
と
に
、
次
の
よ
う

な
体
験
が
得
ら
れ
る
ア
ト
リ
エ
を
廻
る
。

1
「
土
を
知
る
」
科
学
的
に
土
を
分
析

し
、
理
解
し
、
応
用
す
る
。

2
「
土
に
親
し
む
」
泥
ま
み
れ
に
な
っ

て
身
体
を
動
か
す
経
験
を
得
る
。

3
「
土
を
広
げ
る
」
世
界
の
土
の
技
術

を
知
り
、
建
築
の
可
能
性
を
広
げ
る
。

4
「
土
を
形
に
す
る
」
職
人
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
個
性
に
触
れ
る
。

学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
イ
イ
ト
コ

ど
り
」
を
し
て
自
分
の
関
心
と
特
性
を

深
め
、
い
つ
し
か
「
土
の
と
り
こ
」
に

な
る
。

ク
ラ
テ
ル
に
よ
っ
て
仕
掛
け
ら
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
の
工
房
の
中
だ
け

に
留
ま
ら
な
い
。
土
の
理
解
、
分
析
方

法
の
授
業
を
履
修
し
た
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル

ロ
ー
ヌ
・
ア
ル
プ
地
方
の
リ
ヨ
ン
郊

外
の
町
、
ヴ
ィ
ル
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ（V

ille

fo
n

ta
in

e
）
に
グ
ラ
ン
ザ
ト
リ
エ
（Le

s

G
ra

n
d

s
A

te
lie

rs
）
と
い
う
、
ま
さ
に

「
大
き
な
実
験
工
房
」
が
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
の
み
な
ら
ず
欧
州
の
建
築
教
育
の

中
で
も
先
鋭
的
な
試
み
と
し
て
創
設
さ

れ
た
国
の
実
習
機
関
で
、
こ
の
地
方
の

建
築
大
学
の
研
究
室
や
学
生
が
木
材
、

土
、
レ
ン
ガ
、
石
な
ど
を
用
い
、
自
ら

の
手
を
動
か
し
て
、
建
築
の
実
験
、
試

作
、
実
習
、
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
2
0
1
1
年
6
月
1
日

（
水
）
〜
5
日（
日
）、
土
の
建
築
祭
り

「10e
Festival

G
rains

D
’Isère

」
が

開
か
れ
た
。
10
回
目
と
な
る
今
回
の
テ

ー
マ
は
、「
土
に
住
ま
う
（H

ab
iter

La

Terre

）」。
土
の
建
築
に
関
わ
る
職
人
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
研
究
者
、
建
築
家
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
建
築
大

学
や
他
国
か
ら
自
主
参
加
の
学
生
が
フ

ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
か
ら
訪

れ
る
。
日
本
か
ら
は
建
築
家
・
丸
山
欣

也
氏
（
ア
ト
リ
エ
モ
ビ
ル
）
が
2
0
0
2

年
か
ら
毎
年
招
聘
さ
れ
て
い
る
。

祭
り
の
主
催
者
は
ク
ラ
テ
ル
で
、
国

や
地
方
が
出
資
し
、
土
の
職
人
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
「
ア
ス
テ
ル
（A

sTerre

）」

が
協
力
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み

な
ら
ず
世
界
中
を
取
り
巻
く
エ
コ
ロ
ジ

ー
の
流
れ
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
セ
メ
ン
ト
に
替
わ
る
、
再
生
可
能
な

土
」
を
探
る
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
が

見
え
て
く
る
。

グルノーブル大学院生たちの提案
による版築の実験住宅。版築壁を
機械を用いて工房で生産、フォー
クリフトで移動させたり、現場で
手でつくったものを連ねて壁を形
成し、屋根を支える。

版築の実験住宅

上／地震や台風の被害を受けたハイチで、住民たちが自力で「300
ドルの家」をつくれるようプロトタイプを建設。木軸造の枠組みに
土や日干し煉瓦を充填してゆく。下／ドイツ、イタリア、オースト
リア、コロンビア、中国、韓国などから学生、建築家、研究者、ジ
ャーナリストが参加。食事はほぼ自炊で、料理の交流もあった。

ハイチ災害復興住宅のための試作

Qu’est-ce que CRATerre?

＊

＊
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み
、
侘
び
寂
び
を
愛
で
る
、
空
間
の
中

に
ミ
ク
ロ
な
自
然
を
見
る
と
い
っ
た
感

覚
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

土
に
は
構
造
体
、
蓄
熱
体
と
し
て
の
期

待
が
多
く
、
そ
の
工
法
は
機
械
化
さ
れ
、

粘
土
、
骨
材
の
調
合
、
含
水
率
の
管
理

は
非
常
に
科
学
的
、
合
理
的
で
あ
る
。

ど
ち
ら
が
い
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

ど
こ
か
で
繋
が
る
共
通
点
は
、
職
人
の

も
の
づ
く
り
の
探
究
心
と
、
土
と
水
を

扱
う
こ
と
に
起
因
す
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
的

な
感
性
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
世
界
の
職
人
、
建
築
家
が
協
働

し
、
交
流
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
し

い
建
築
、
材
料
、
仕
上
げ
に
留
ま
ら
ず
、

こ
の
先
の
建
築
家
像
、
職
人
像
の
発
想

に
も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

建
築
大
学
の
大
学
院
生
は
、
地
元
の
小

・
中
学
校
で
課
外
授
業
と
し
て
講
義
を

行
う
。
子
供
た
ち
は
そ
の
上
で
、
グ
ラ

ン
ザ
ト
リ
エ
で
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
実

技
を
行
う
。
版
築
住
居
が
多
く
残
る
こ

の
地
域
の
人
々
、
子
供
た
ち
に
土
の
建

築
を
知
っ
て
も
ら
う
の
は
、
そ
の
保
存

と
再
生
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

加
え
て
今
回
は
、
世
界
中
か
ら
招
聘

さ
れ
た
先
鋭
の
建
築
家
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
を
毎
日
行
い
、

世
界
の
土
の
建
築
の
動
き
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
日
本
か
ら
は
丸
山
欣
也
氏

が
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
、
多
田
君
枝
氏

（
本
誌
）
が
伝
統
と
現
代
の
左
官
を
紹
介

し
た
。フ

ラ
ン
ス
か
ら
日
本
を
見
る

今
回
私
は
、
丸
山
氏
の
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
こ
の
ア
ト
リ
エ
に
滞
在
し
、
製
作

と
研
修
講
義
を
行
っ
た
。
適
当
な
言
語

を
な
ん
と
か
駆
使
し
て
学
生
や
職
人
た

ち
と
共
に
物
を
つ
く
る
う
ち
に
感
じ
る

の
は
、
彼
ら
の
日
本
の
職
人
、
技
術
に

対
す
る
憧
れ
と
、
客
観
的
な
事
実
と
し

て
の
日
本
の
左
官
の
高
度
な
技
術
と
特

殊
性
、
ま
た
、
そ
れ
を
つ
く
り
出
し
た

日
本
人
の
特
別
な
建
築
観
、
自
然
観
で

あ
っ
た
。

前
回
、
久
住
有
生
さ
ん
が
壁
を
塗
る

と
き
は
、
い
つ
の
間
に
か
人
だ
か
り
が

で
き
、
そ
の
無
駄
の
な
い
動
き
に
皆
が

見
入
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
心
技
体
と
い

っ
た
優
美
な
鏝
と
鏝
板
と
材
料
の
共
演

は
、
何
か
の
「
道
」
や
「
舞
」
の
よ
う

に
も
感
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

た
し
か
に
日
欧
の
職
人
は
、
鏝
の
音

ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
ま
る
で
違
う
。
材

料
、
道
具
が
異
な
る
の
で
、
必
然
の
現

象
で
は
あ
る
が
、
前
者
は
「
す
ぅ
ー
」

と
鏝
で
水
面
を
な
で
て
、
ス
サ
が
浮
か

ん
で
く
る
よ
う
に
塗
り
、
後
者
は
「
し

ゃ
り
し
ゃ
り
、
が
り
が
り
」
と
鏝
で
砂

を
擦
り
付
け
る
。
そ
の
壁
を
具
現
化
す

る
職
人
の
感
性
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

壁
と
対
話
し
、
自
然
を
具
現
化
し
た

よ
う
な
水
ご
ね
、
糊
土
の
撫
で
も
の
に

見
る
よ
う
に
、
日
本
の
左
官
に
は
、
う

つ
ろ
う
も
の
や
自
然
な
あ
り
様
を
楽
し

鈴木晋作 SUZUKI, Shinsaku
建築旅人。広島に生まれ、神戸で育つ。建
築家丸山欣也氏に師事し、自然住宅の設計
施工「光風林」を経て2004年から日本と
世界の現場を歩くフリーランスのビルダー
に。NGOのボランティアとして東チベッ
ト、ラオスで現地の人々と生活しながら自
力建設を行う。07年から、ナントでのア
ートビエンナーレ（Estuaire）で丸山氏に
同行し、クラテルの研究者、職人を知る。
日本では、自然素材の住まいの施工、ロー
カルなテクニックを使ったワークショップ
を展開中。

子どもたちは遊びながら土に親しむ。
右上／油圧式の土の圧縮機で土ブロッ
クをつくる。右下／版築のモデルを制
作中。左2点／大学生が小学校に通い、
講義を行うところから始まる連続授業。
子どもたちが空想した妖怪を、パトリ
ス夫人ナタリー、娘さん、造形家のエ
リザベスさんが学生と一緒にデザイン
を起こし、共に泥団子を積んで造形し
た。

会場には欧州各国の土、砂、藁や顔料、材料メーカーの既調合の土壁材、暖房
用温水パイプを埋め込んだプレキャストの土壁パネル、葦を結わえた塗り壁の
下地パネル、既製の土のブロックなどの展示もあり、さながら「土エキスポ」。

軸材に竹を立て、葦の束を互いに持たせかけ竹や縄で補強し、即興で空間がつくられ
て行く。葦の下地に泥を塗り、最後は子どもたちが色土と顔料で絵を描き、土の迷宮
が数日で出現した。この時期、現地は雨不足に悩まされており、泥はあっという間に
乾いたが、完成の翌日豪雨に襲われ、溶けて流れて、夢の迷宮は土に環ってしまった。

頭と手で知る土の科学、
美術教育

丸山欣也氏による子どものための土の迷宮

＊＊

＊



084

土の現代建築の先駆けを80年代に竣工

環境配慮型建築の推進
Le Domaine de la Terre
文 磯村雅子（クラテル修了生）

ら
開
発
さ
れ
て
き
た
工
法
で
、
こ
こ
で

は
土
を
振
動
さ
せ
な
が
ら
圧
縮
さ
せ
た

土
ブ
ロ
ッ
ク
が
、
機
械
が
完
備
さ
れ
た

工
場
で
製
造
さ
れ
た
。
主
な
サ
イ
ズ
は

20
×
20
×
50
セ
ン
チ
で
、
版
築
に
用
い

る
土
よ
り
も
砂
が
多
い
材
料
に
5
〜
8

パ
ー
セ
ン
ト
の
セ
メ
ン
ト
を
混
入
し
、

強
度
を
高
め
た
。
こ
れ
ら
を
目
地
材
を

用
い
て
積
み
上
げ
て
い
っ
た
。

わ
ら
土
壁
は
、
液
体
状
に
溶
か
し
た

粘
土
と
麦
わ
ら
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
材
料

を
、
木
製
の
軸
組
に
固
定
し
た
型
枠
の

中
に
充
填
し
て
壁
を
構
築
す
る
工
法
。

壁
の
厚
さ
は
25
セ
ン
チ
あ
り
、
型
枠
を

取
り
外
し
た
後
、
十
分
な
乾
燥
養
生
が

必
要
と
な
る
。
わ
ら
の
量
が
多
い
た
め

引
張
り
力
と
断
熱
性
に
優
れ
て
い
る
。

12
棟
の
建
物
は
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ

ン
だ
が
、
土
の
建
物
の
最
大
の
弱
点
で

あ
る
雨
水
や
湿
気
な
ど
に
対
す
る
保
護

と
し
て
、
軒
の
出
を
十
分
に
と
り
、
基

礎
は
R
C
造
で
十
分
な
高
さ
を
と
る
な

ど
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

外
壁
に
土
が
そ
の
ま
ま
表
さ
れ
て
い
る

版
築
造
で
は
、
土
の
層
ご
と
に
水
切
り

用
の
石
灰
モ
ル
タ
ル
の
層
を
取
り
入
れ

た
り
、
特
に
破
壊
の
起
き
や
す
い
コ
ー

ナ
ー
部
は
石
灰
モ
ル
タ
ル
な
ど
で
補
強

す
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

一
部
補
修
を
行
い
つ
つ
、
30
年
近
く

経
過
し
た
現
在
も
比
較
的
良
い
状
態
を

保
ち
、
土
の
建
築
の
伝
統
工
法
を
現
代

に
よ
み
が
え
ら
せ
た
貴
重
な
集
合
住
宅

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

選
ば
れ
、
ク
ラ
テ
ル
の
緊
密
な
協
力
の

も
と
、
リ
ヨ
ン
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に
低
所
得
者
層
（
H
L
M
）
向
け
の
土

の
集
合
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
が

「
ル
・
ド
メ
イ
ン
・
ド
ゥ
ラ
テ
ー
ル
（
土

の
領
域
）」
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
目
的
は
、

伝
統
工
法
を
現
代
住
宅
に
適
用
す
る
こ

と
で
、
製
造
時
に
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

少
な
い
土
の
建
築
の
復
活
、
再
生
へ
の

契
機
と
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
さ
ら

に
建
築
材
と
し
て
の
土
に
関
す
る
科
学

的
、
技
術
的
な
研
究
を
促
し
、
実
際
に

公
的
機
関
を
含
む
建
設
工
事
に
関
わ
る

様
々
な
分
野
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

を
目
指
し
た
。

建
物
は
2
階
建
ま
た
は
3
階
建
て
で
、

11
棟
、
住
戸
総
数
は
65
戸
。
建
設
期
間

は
1
9
8
2
〜
1
9
8
6
年
。
版
築
造
、

圧
縮
土
ブ
ロ
ッ
ク
造
、
わ
ら
土
造
が
用

い
ら
れ
た
。

版
築
工
法
は
前
述
の
通
り
、
型
枠
の

中
に
土
を
入
れ
叩
き
締
め
て
、
堅
固
な

壁
を
構
築
す
る
工
法
で
あ
る
。
元
々
こ

の
地
域
の
土
壌
は
、
粘
土
分
は
少
な
く

砂
や
砂
利
が
多
く
含
ま
れ
、
版
築
工
法

に
適
し
て
い
る
た
め
、
セ
メ
ン
ト
等
は

混
入
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
伝
統
的
な

方
法
を
改
良
し
、
木
製
の
型
枠
の
代
わ

り
に
鋼
製
の
型
枠
が
、
叩
き
棒
で
た
た

き
締
め
る
代
わ
り
に
エ
ン
ジ
ン
付
き
の

ラ
ン
マ
ー
が
使
用
さ
れ
た
。
壁
厚
は
40

セ
ン
チ
で
、
断
熱
材
も
使
用
さ
れ
た
。

圧
縮
土
ブ
ロ
ッ
ク
造
は
数
十
年
前
か

フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ー
ヌ
＝
ア
ル
プ
地
方
、

リ
ヨ
ン
南
東
部
の
郊
外
に
、
特
色
あ
る

土
の
建
築
が
残
る
地
域
が
あ
る
。
こ
こ

で
は
型
枠
の
中
に
入
れ
た
土
を
叩
き
締

め
て
壁
を
構
成
す
る
「
版
築
」
工
法
の

建
物
が
、
主
に
18
世
紀
か
ら
20
世
紀
初

頭
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
伝
統
的
な
工
法
は

廃
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
を
用
い
る

建
築
が
隆
盛
と
な
る
。
そ
ん
な
風
潮
の

な
か
で
大
き
な
反
響
を
巻
き
起
こ
し
た

の
が
、
1
9
8
1
年
、
パ
リ
の
ポ
ン
ピ

ド
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
土
の
復
活

を
提
唱
す
る
展
覧
会
「A「「

rchitectures

de
terre

（D
o

w
n

to
earth

）」
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
同
展
に
付
随
し
て
行
わ
れ

た
コ
ン
ペ
の
結
果
、
4
人
の
建
築
家
が

ル・ドメイン・ドゥラテールから7～10㎞東にある村。あちこちに版築や土でつくられた住宅や納屋が建っている。なんとも平和な風景だ。

Qu’est-ce que CRATerre?

写真　Gino Maccarinell（*）　編集部
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磯村雅子 ISOMURA, Masako
大学卒業後、デザイン事務所、設計事務所勤務を経て、1995年に
クラテルへ。世界各地から集まった学生達とともに土の建築の世界
に出会う。その後も折に触れ日本や海外の土の建物との出会いを続
けている。

版築（pisè）の棟。円筒形の部分は階段室。コーナー部の白い三角形は石灰モルタルによる補強で、土壁の崩壊を防ぐ。この地方の版築建築に多く見られる方法。

上右／集会所?。塔の部分
は5階建てで版築、両側は
圧縮土ブロック造。上左／
圧縮土ブロック造。レンガ
造のように目地材を用いて
積む。下右／置き屋根に半
透明の波板を使用した版築
の住宅。白い線は石灰モル
タル。下左／建物の周囲の
一部に補強のための木造の
筋交いが設けられた版築造
の住宅。クラテルでは、定
期的に断熱効果の調査を行
っており、土の建築の改善
に役立てている。

参考文献：International Year of Shelter for the Homeless Project Monograph ìIn l’ Isle d’Aveau : ’Le Domaine de la Terre’ î

＊＊
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土のアーティストであり、研究者であり、先生であり、
プロジェクトリーダーでもある。

クラテルの周辺には、多彩に活動する人々がたくさん集まってくる。
職業で枠をつくることはない、どう個性を表現するか、なのだろう。

出
張
に
行
く
彼
女
の
車
に
は
、
各
種

の
材
料
と
道
具
と
共
に
、
エ
ス
プ
レ
ッ

ソ
マ
シ
ー
ン
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
パ
ン

と
ジ
ャ
ム
が
お
気
に
入
り
の
C
D
と
一

緒
に
入
っ
て
い
る
。
現
場
に
行
く
前
に

も
必
ず
、
優
雅
に
朝
食
を
楽
し
む
。
道

す
が
ら
ハ
ー
ブ
を
み
つ
け
て
は
撫
で
て

匂
い
を
楽
し
み
、
し
き
り
に
「
可
愛

い
」
と
い
う
。
そ
ん
な
シ
ル
ヴ
ィ
ー
・

ウ
ィ
ー
ラ
ー
は
南
仏
・
モ
ン
ペ
リ
エ
に

拠
点
を
置
く
、
土
の
塗
装
、
左
官
装
飾

の
専
門
家
で
あ
る
。

1
8
9
0
年
創
業
の
装
飾
塗
装
職
人

の
家
に
生
ま
れ
た
シ
ル
ヴ
ィ
ー
は
、
80

年
代
初
め
、
技
能
競
技
で
3
回
金
賞
に

輝
い
た
経
験
を
も
つ
父
の
元
で
技
術
を

学
び
、
職
業
訓
練
校
を
修
了
し
て
、
フ

ラ
ン
ス
で
も
珍
し
い
女
性
職
人
と
し
て

独
立
。
パ
リ
で
働
い
た
後
に
、
モ
ン
ペ

リ
エ
に
拠
点
を
も
っ
た
。

全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
震
撼
さ
せ
た
1
9

8
6
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
、

＊
1

初
め
て
の
出
産
を
契
機
に
、
シ
ル
ヴ
ィ

ー
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
エ
コ
ロ
ジ
ー

は
最
優
先
の
課
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

10
年
後
の
父
の
死
を
経
て
、
仕
事
で
も

自
然
素
材
を
使
う
こ
と
を
決
意
。
父
の

死
因
は
癌
で
、
塗
料
の
有
害
物
質
を
長

年
に
渡
っ
て
大
量
に
摂
取
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
だ
っ
た
と
い
う
。

常
に
研
究
と
実
践
を
続
け
、
他
分
野

の
専
門
家
と
も
ア
イ
デ
ア
を
交
換
す
る

の
が
シ
ル
ヴ
ィ
ー
の
や
り
方
だ
。
2
0

0
6
年
に
は
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
で
「
歴

史
的
建
造
物
の
発
展
と
保
存
」
に
関
す

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス

も
取
得
。
現
在
は
装
飾
ペ
イ
ン
タ
ー
か

つ
歴
史
的
建
造
物
と
環
境
の
保
存
を
最

優
先
し
た
補
修
と
仕
上
げ
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
、
仕
事
を
行
う
。

ま
た
、
ク
ラ
テ
ル
や
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

な
材
料
を
供
給
す
る
メ
ー
カ
ー
、
ア
ク

テ
ル
な
ど
と
共
に
、
技
術
を
も
つ
専
門

家
を
養
成
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も

＊
2

参
加
。
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
建
物
が
具
現

化
し
、
よ
り
多
く
の
人
に
届
く
よ
う
に

と
の
思
い
か
ら
だ
。

各
国
の
土
の
文
化
に
学
ぶ

「
土
へ
の
興
味
は
尽
き
る
こ
と
が
な

い
」
と
い
う
シ
ル
ヴ
ィ
ー
は
、
世
界
を

旅
し
て
そ
の
土
地
の
土
に
触
れ
、
試
作

も
行
う
。
80
年
代
後
半
か
ら
、
ア
ジ
ア
、

と
り
わ
け
イ
ン
ド
と
日
本
を
多
く
旅
し

て
き
た
。
な
か
で
も
「
土
壁
」
に
興
味

□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■

粘土、自然系の顔料、カゼイン、セルロースなどを配合した塗
装（クレイペイント）や土の塗り壁の施工例。モロッコのマラ
ケシュで習得したタデラクトも得意とし、シンク、バスルーム
などもよく施工するという。

現場主義の土の装飾家

シルヴィー・ウイーラー
Sylvie Wheeler

文 鈴木晋作

Qu’est-ce que CRATerre?
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を
も
ち
、
技
術
を
習
得
し
た
。
そ
し
て
、

ク
ラ
テ
ル
や
ア
ク
テ
ル
か
ら
さ
ら
に
多

く
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

グ
ラ
ン
ザ
ト
リ
エ
で
行
わ
れ
る
祭
り

で
は
、
日
本
の
職
人
た
ち
と
共
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
日
仏
会
館
で
食

と
農
と
住
ま
い
に
ま
つ
わ
る
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
企
画
す
る
な
ど
、
日
本
と
の

交
流
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
る
。
人
懐

っ
こ
い
情
熱
的
な
性
格
で
、
職
人
、
協

会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
、
日
仏
の

個
人
間
の
つ
な
ぎ
役
で
あ
る
。

ち
な
み
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
職
業
訓

練
が
公
的
な
制
度
と
し
て
守
ら
れ
て
お

り
、
国
の
支
援
の
下
に
講
師
は
も
と
よ

り
、
参
加
者
に
も
日
当
が
支
払
わ
れ
る
。

ま
た
、
職
人
や
企
業
主
催
の
塗
り
壁
、

タ
デ
ラ
ク
ト
、
版
築
、
ま
た
は
補
修
の

国
認
定
の
研
修
（
資
格
が
取
得
で
き
る
）

は
、
各
地
で
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。

シ
ル
ヴ
ィ
ー
は
、
2
0
0
6
年
に
設

立
さ
れ
た
土
の
職
人
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

建
築
家
、
材
料
供
給
者
な
ど
1
5
0
人

が
参
加
す
る
ア
ス
テ
ル
ア
ソ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
共
同
主
宰
者
で
も
あ
る
。
誰
も

が
参
加
で
き
る
こ
の
協
会
は
、
情
報
や

＊
3

技
術
を
共
有
、
土
の
建
築
や
装
飾
を
実

現
さ
せ
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

ア
ス
テ
ー
ル
は
、
2
0
1
2
年
4
月

か
ら
ポ
ン
デ
ュ
ガ
ー
ル
を
皮
切
り
に
各

地
を
巡
回
す
る
「
未
来
を
建
て
る
私
の

土
」
展
に
協
力
し
て
お
り
、
シ
ル
ヴ
ィ

ー
は
10
月
の
「
土
の
装
飾
に
お
け
る
交

流
」
会
議
を
準
備
中
だ
。
世
界
の
土
の

建
築
が
、
西
洋
に
い
か
に
ひ
ら
め
き
を

与
え
た
か
と
い
う
も
の
だ
。
3
日
間
に

渡
り
、
南
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
大
陸
が

紹
介
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

＊
4
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の一助の一助の一助の一助の一助の一助の一助の一助の一の一の一助の一助の一助の一の一助のの一助一助の一助としてとしてとしてとしてとしてとしてとしてとしてとしてとしてとしてとしてとしてとしととしとしとしし ほしいほしいほしいほしいほしいほしいほしいほしいほしいほしいほしいほしほしいほし 。。。。。。。。

筆者は筆者は筆者は筆者は筆者は筆者は筆者は筆者は筆者は筆者は筆者は筆者はは同書の同書の同書の同書の同書の同書の同書の同書の同書の同書の同書の同書の同書のフランフランフランフランフランフランフランフランフラフランランフラランフランフランララララララ ス語版ス語版ス語版ス語版ス語版ス語版ス語版ス語版ス語版ス語版ス語版ス を日本を日本を日本を日本を日本を日本を日本を日本を日本を日本日本をを日本日本日日日日日日 語に翻語に翻語に翻語に翻語に翻語に翻語に翻語に翻語に翻語に翻翻翻翻翻翻翻訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出訳、出出出出版社版社版社版社版社版社版社版社版社版社版社版社社版社版社版社版版
を探しを探しを探しを探しを探を探しを探を探しを探しを探しを探しを探しを探し探を探しを探しているているているているているているているているているているているいるているいるているいい 。なお。なお。なお。なお。なお。なお。なお。なお。なおなお。なお。なお。なお、英語、英語、英語、英語英語英語、英語、英語、英語、英語、英語、英語、英語、英語語語版は “版は “版は “版は “版は “版は “版は “版は “版は “版ははは “は “は “ははははははは EarEarEarEarEarEarEararEarEarararth th thth ththth th th th th th hth ConConConConConConConConConConConstrstrstrstrstrstrstrststrstrrrrucucucucucucucucucucucuccccc
tiotiotiotiotiotiotiotiotiotiooooon” とn” とn” とn” とn” とn” とn” とn” とn” とn”n” とn” とn として1して1して1して1して1して1して1てして1して1して1しして 994994994994994994994994994994994994999949994年に出年に出年に出年に出年に出年に出年に出年に出年に出年に出年に出版され版され版され版され版され版され版さ版され版され版されされ版されされているているているているているているているているているているているているるる。。。。。。。。。

*1 Meilleur Ouvrier de France　*2 www.akterre.com
*3  Association Nationale des Professionnel de la Terre Crue　

www.asterre.org
*4 Ma terre première pour construire l’avenir
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建
築
家
で
あ
り
、土
の
ア
ー
ティ
ス
ト

ジ
ゼ
ル
・
タ
ク
シ
ィ
ル
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
建
築
家
で
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
あ
る
。
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
建
築
大
学
、

ク
ラ
テ
ル
で
土
の
建
築
の
専
門
学
位
を

取
得
し
、
3
年
間
建
築
設
計
を
経
験
し

た
後
、
専
門
家
と
し
て
、
土
で
建
造
、

装
飾
さ
れ
た
建
築
遺
産
の
保
護
活
動
に

従
事
し
た
。

1
9
9
9
年
に
は
ガ
ー
ナ
の
セ
ブ
ン

ソ
ロ
ウ
ズ
大
聖
堂
の
聖
母
マ
リ
ア
像
の

修
復
に
専
念
し
た
。
そ
こ
で
、「
ナ
ン

カ
ニ
」
と
い
う
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
南

部
、
ガ
ー
ナ
北
部
の
少
数
民
族
の
女
性

た
ち
か
ら
泥
土
の
ア
ー
ト
と
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
彼
女
は
ア
ガ
・
カ
ー
ン
財

団
の
文
化
事
業
の
個
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
、
2
0
0
4
年
か
ら
2
0
0

6
年
ま
で
マ
リ
・
モ
プ
チ
の
大
モ
ス
ク

＊
1

土と人に寄り添う,静かな情熱

ジゼル・タクシィル
Gisèle Taxil
文 鈴木晋作

修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
建
築

家
と
し
て
現
場
を
担
当
、
多
く
の
技
術

的
な
任
務
を
遂
行
し
た
。
こ
の
モ
ス
ク

は
、
ジ
ェ
ン
ネ
の
大
モ
ス
ク
に
影
響
を

受
け
て
1
9
3
6
年
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、
70
年
代
後
半
に
塗
ら
れ
た
セ
メ

ン
ト
が
土
に
付
着
せ
ず
、
落
下
し
、
漏

水
が
構
造
的
な
問
題
に
繋
が
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
ほ
か
の
多
く
の
土
の
建
築
で
も

起
こ
っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
彼
女
は

ふ
た
た
び
土
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
建
築
を
蘇
ら
せ
た
。

ま
た
最
近
で
は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
グ
に

お
け
る
同
財
団
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
の
デ
ザ
イ
ン
面
と
地
元
の

材
料
、
主
に
竹
と
土
に
よ
る
建
設
方
法

に
関
し
、
助
力
し
て
い
る
。

エ
レ
ガ
ン
ト
で
知
的
な
雰
囲
気
は
、

一
見
、「
泥
」
と
結
び
つ
き
に
く
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
接
し
て
い
る
う

ち
に
、
タ
フ
で
行
動
的
な
一
面
も
見
え

上／鏝をあてるジゼル。下／1972年、ガー
ナで、地元のナンカニの女性から土の民間技
術を学び、土に魅せられて行く。

2004～2006年に行われたマリ、
モプチの大モスクの大修復。日干
しレンガの構造に土の下塗りをほ
どこし、バンコ・プーリ「banco
pourri」という、米の 殻入りの
泥の上塗りを重ねる。 殻を腐ら
せるために、あらかじめ2、3週
間前に土と練って寝かせた。

Qu’est-ce que CRATerre?

Photos／AKTC, Gisèle Taxil
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て
く
る
。

自
然
の
本
質
を
追
究
し
た
い

彼
女
の
泥
の
ア
ー
ト
に
対
す
る
情
熱

的
な
関
心
は
、
前
述
の
通
り
ナ
ン
カ
ニ

と
い
う
民
族
の
女
性
た
ち
と
の
親
密
な

共
同
作
業
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
し
て
土
着
的
で
伝
統
的
な
土
の
芸

術
は
独
特
で
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
高
度

な
技
術
的
な
知
識
を
反
映
し
て
、
素
材

が
驚
異
的
な
品
質
を
有
し
て
い
る
こ
と

を
、
身
を
持
っ
て
知
る
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
は
、
泥
の
ア
ー
ト
は
単
な
る
表

現
で
は
な
い
。
壁
に
描
か
れ
た
多
彩
な

浮
き
彫
り
装
飾
は
、
土
の
住
ま
い
の
表

面
の
保
護
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
地
の
有
機
的
な
素
材
の
使
い
方
か

ら
も
多
く
を
学
ん
だ
。
た
と
え
ば
、
植

物
の
油
、
煎
じ
た
煮
汁
が
つ
な
ぎ
や
防

水
防
虫
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。
ま
た
、

砂
や
砂
利
、
さ
ら
に
は
小
さ
な
石
で
さ

え
も
構
造
的
な
補
強
、
耐
水
性
を
発
揮

す
る
こ
と
を
知
っ
た
。

彼
女
は
そ
の
経
験
を
通
し
、
装
飾
的
、

ま
た
素
材
、
工
法
の
科
学
的
研
究
に
至

り
、
自
ら
も
手
を
動
か
し
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
作
品
は
、

壁
掛
け
や
立
体
作
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
で
の
実
践
的
な
経

験
と
素
材
、
工
法
に
裏
づ
け
さ
れ
た
、

実
存
的
な
理
念
を
持
っ
た
現
代
的
な
土

の
建
築
家
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
の
で
あ

る
。「
ア
ー
ト
作
品
を
通
じ
て
、
土
と

い
う
素
材
の
自
然
の
本
質
を
追
究
し
た

い
」
の
だ
と
い
う
。

近
年
、
ア
ジ
ア
に
居
を
移
し
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
で
文

化
的
な
遺
産
を
調
査
し
な
が
ら
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
、
材
木
の
依
存
度
、

代
用
品
の
輸
入
の
削
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
に
お
け
る
土
の
建
築
の
利
点
を
研

究
し
て
い
る
。

ま
た
、
ジ
ゼ
ル
は
、
2
0
0
3
年
よ

り
在
住
作
家
と
し
て
、
前
掲
で
紹
介
し

た
土
の
建
築
祭
に
も
参
加
し
て
い
る
。

期
間
中
は
公
開
製
作
を
行
い
、
講
演
の

際
も
、
先
駆
者
と
し
て
今
後
世
界
に
羽

ば
た
く
学
生
を
諭
し
、
勇
気
付
け
る
よ

う
に
語
り
掛
け
を
す
る
彼
女
が
い
る
。

作
品
づ
く
り
に
お
い
て
、
下
地
の
吸

水
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
と
ア
ン
モ
ニ
ア
を
調

合
し
て
精
製
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ゼ
イ
ン
）

や
、
下
地
の
厚
み
（
凹
凸
を
つ
け
る
）
を

巧
み
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
乾
燥
す
る

過
程
で
起
こ
る
ク
ラ
ッ
ク
や
色
の
変
化

を
楽
し
む
姿
は
、
静
か
に
土
と
会
話
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

上右／ “Moon light” 2011年。カオリンを
使った作品（0.5×0.5m）の一部。上左／
“The first four” 2004年。4つのパネル作品
のうちのひとつ。イゼル地方の土を使ってい
る。中／“Impression” 2011年　0.5×0.5
m　土の硬押さえ、小石伏せ込みと金箔のコ
ンポジション。下／ “The three cubes”
2009年　モデュールになった鉄枠と土を融
合させた家具的なオブジェ。

*1 Aga Khan Trust for Culture


